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ト
ビ

ツ
ク
ス

令
和
６
年
度
「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
。
市
長
と
語
る
会
」

地
域
の
課
題
と
未
来
を
語
る

令
和
６
年
８
月
２。
日
、
「み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
。
市
長
と
語
る
会
」
が
開
か
れ
、

市
長
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
役
員

・
部
長
が
集
ま
り
、
飯
山
南
地
域
が
抱
え
る
課
題

や
地
域
の
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
多
岐
に
わ
た
る
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

【地
域
課
題
】

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
部
員
の
確
保

②
法
の
郷
公
園
管
理
と
活
用

③
国
道
４
３
８
号
飯
山
バ
イ
パ
ス
開
通

に
向
け
た
地
域
づ
く
り

冒
頭
で
、
飯
山
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
進
会
長
が
挨
拶
し
、
地
域
の
課
題
や
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
特

に
、
令
和
９
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
飯

山
バ
イ
パ

ス
の
４
車
線
全
線
開
通
に
伴

い
、
地
域
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
が
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
強
調
。
人
口
減
少
と

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
な
か
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
組
織
運
営
が
高
齢
者
の
就

労
継
続
や
農
業
従
事
、
個
人
主
義
的
時
代

背
景
か
ら
、
協
議
会
組
織
の
渚
動
を
担
う

部
員
確
保
が
難
し
い
と
の
現
状
を
説
明
し

ま
し
た
。

続
い
て
松
永
市
長
が
、
市
政
の
進
捗
と

今
年
度
の
重
点
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
市
の
予
算
は

過
去
最
高
の
フ
０
８
億
円
で
あ
り
、
特
に

投
資
的
経
費
、
な
か
で
も
小
中
学
校
の
建

て
替
え
や
修
繕
な
ど
に
約
２
１
０
億
円
が

投
入
さ
れ
た
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

協
働
推
進
部
を
新
設
し
、
「人
づ

く
り
」

を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
方
針

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
例
と
し
て
は
、

自
治
会
の
支
援
費
を
増
額
し
、
地
域

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
支
援
を
強
化
す
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
「人
づ
く
り
石
垣
プ

ロ
ジ

エ

グ
ト
」
に
つ
い
て
も
触
れ
、
教
育
面
で
の

支
援
を
強
化
す
る
た
め
、
教
員
や
補
助
員
、

支
援
員
を
新
た
に
雇
用
す
る
こ
と
、
市
内

の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
や
不
登
校
間

題
へ
の
対
策
や
給
食
費
無
償
化
等
、
教
育

環
境
の
改
善
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の

弱
体
化
に
対
す
る
懸
念
を
再
度
強
調
し
ま

し
た
。
特
に
、
地
域
の
担
い
手
不
足
が
深

刻
で
、
次
世
代
を
担
う
人
材
の
確
保
が
課

題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
内
の

各
種
団
体
の
活
動
も
縮
小
し
て
お
り
、
交

通
安
全
母
の
会
や
子
供
会
な
ど
、
組
織
は

存
在
す
る
も
の
の
、
渚
動
が
ほ
と
ん
ど
行

わ
れ
て
い
な
い
現
状
を
報
告
し
ま
し
た
。

実
質
的
な
活
動
を
支
え
る
た
め
に
、
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
導
入
や
ま
ち
づ
く

り
助
成
金
の
増
額
が
必
要
で
あ
る
と
し
ま

し
た
。

法
の
郷
公
園
の
管
理
と
活
用
で
は
、
地

域
住
民
に
よ
る
効
率
的
な
管
理
体
制
の
見

直
し
や
、
多
目
的
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

地
域
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
住
民
の
交
流

の
場
と
し
て
公
園
を
も
っ
と
活
用
し
た
い

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
飯
山
バ
イ
パ
ス
の
４
車
線
全
線
開

通
に
よ
り
、
交
通
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
、
こ

れ
に
よ
り
飯
山
南
地
域
が
よ
り
多
く
の
人
々

に
と
っ
て
住
み
や
す
く
、
訪
れ
や
す
い
場
所

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
合
は
、
地
域
の
課
題
や
将
来
に
対
す

る
率
直
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
住
民
と
行
政

が
協
力
し
て
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

蘇豊嶋建設卸

家族と一緒に成長する家、育てませんか?

丸亀市飯山田]下法軍寺808番地 1

フリーダイヤ,レ 0120‐ 197・007
(イt表  0877-98‐3131)

BE

DAB阻

宅地建物取引

(売買・賃賞)

代表取締役 香
'H芳

文

丸亀市飯山町下法軍寺379‐4

TEL 087フ…98日2626
TEL 0877‐98‐237¬

郵大和地所
Eフジ>a丸亀

日■FUJ:この街に、あつてよかつた。

丸亀市川西町1280番地1

TEL 0877‐57‐2411
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保
健
師
の
健
康
相
談

【申
込
不
翌

【内
容
】血
圧
測
定
・検
尿
・体
組
成
測
定

【日
時
】
１１
月
２０
日
（水
）

９
時
３０
分
～
１４

【場
所
】第
２
会
議
室

【対
象
】市
民

【準
備
】
お
持
ち
の
方
は
健
康
手
帳
・検
診
結
果

【間
合
】市
健
康
課
　
ａ
２
４
１
８
８
０
６

【錨
雄
嘲〈ボ
亨

【内
容
】健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動

【講
師
】丸
亀
市
健
康
課
　
理
学
療
法
士

川
原
靖
代
さ
ん

【日
時
】
１１
月
２０
日
（水
）

９
時
３０
分
～
１１
時

【場
所
】多
目
的
室
　
　
【対
象
】市
民

＊
動
き
や
す
い
服
装
で
、飲
み
物
を
ご
持
参
の

う
え
、お
越
し
く
だ
さ
い
。た
く
さ
ん
の
方
の
ご

参
加
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

一た

マヽ
習
衡
ク
ラ
ブ

一饂
拙
南
ヨ
ー
ガ
同
好
会

心
身
の
健
康
維
持
と
仲
間
と
の
親
陸
を
図

る
た
め
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ガ
は
動
作
を

ゆ
っ
く
り
と
、呼
吸
に
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

先
生
不
在
で
ビ
デ
オ
を
み
て
行
っ
て
い
ま
す
。

【日
時
】毎
週
　
火
曜
日

‐９
時
３０
分
～
２‐
時

【場
所
】東
小
川
児
童
セ
ン
ダ
ー

多
目
的
室

あ
ん
な

エ
|

ル

の

/し

な
しゝ

ふ
れ
あ
い
食
堂
実
施

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、

ふ
れ
あ
い
食
堂
を
実
施
い
た
し
ま
す
。秋
を

感
じ
る
食
事
と
坂
田
忠
敬
さ
ん
と
竹
田
英
司

さ
ん
に
よ
る
楽
器
演
奏
で
皆
様
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【日
時
】
４‐
月
３０
日
（土
）

１１
時
３０
分
～
１３
時

【場
所
】
ふ
れ
あ
い
交
流
室
（送
迎
な
し
）

【対
象
】
あ
歳
以
上
の
方
　
【定
員
】
３０
名

【料
金
】
５
０
０
円
（当
日
集
金
）

【食
事
内
容
】
む
か
ど
ご
は
ん
。豚
肉
の
ホ
イ
ル
蒸

し
。炊
き
合
わ
せ
。き
の
こ
汁
・フ
ル
ー
ツ
寒
天

（材
料
の
一部
に
、乳
・え
び
。か
に
。小
麦
・卵
を
含
む
）

【申
込
・間
合
】
１１
月
２０
日
ま
で
に
申
込
み
必
要
）

飯
山
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ダ
ー

金
９
８
‐２
２
０
０

飯
山
υ
母
子
憂
育
班
だ
よ
り

も
も
Ｐ
」
広
場
『ク
リ
ス
マ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
』

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。簡
単
な
お
菓
子
の
グ
ッ
キ
ン
グ

で
す
。
ゆ
っ
た
り
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し

ょ

つヽ
。

【圏
時
】１１
月
〃
日
（水
）
１０
時
～

【場
所
】
調
理
室
　
　
【参
加
費
】無
料

【持
ち
物
】
マ
ス
グ
、手
拭
き
用
ダ
オ
ル

【募
集
人
数
】
１０
家
族

【申
込
】
１１
月
２０
日
ま
で
に

飯
山
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ダ
ー

金
９
８
‐２
２
０
０

Ｉ
Ｉ

一コ
「Ｏ
コ
コ
つ
〕
雪
９
コ

‐―
・

飯山中学鞭  陸上競 技 部

部員数 :30名      場所 :運動場

活動日:火曜日～土曜日 平日2日寺間、休日3日寺間

私たち陸上競技部は、全員で県

総体に出場することを目標にし、一

人ひとりが自分の目標に向かつて

国々練習に励んでいます。

陸上競技は10月の大会を終える

と、来年の4月まで大会はありません。そして、冬季練習が

始まります。私たちにとって、この時期が一番大変です。走

り込みの時には、寒さで足が引きつつたり、スタミナがもた

なかったりするからです。しかし、部員同士で「頑張ろう」
「ラスト頑張れ」「お疲れ」などと声を掛け合うことで、前向

.きな雰囲気の中できつい練習も仲

間とともに頑張ろうという気持ちで

乗り越えることができます。

今年の冬は、2年生にとって中学

r校生渚最後の冬季練習になります。

本気で取り組み、自己ベストを更新

して目標を達成したいです。そして、

4月からの大会を金力で頑張り、競

技を楽しみたいと思います。

(陸上部部長 2年 山本 聡祐)

飯山高校 飯高祭・アオ活・梨の販売

飯高祭 !!

◆年も開催しました I

9月 6日 (金)と 9月 フ日 (土)の

両国にわたり、毎年恒例の飯高

祭を開催しました。

アオ活 !!本校生徒に大好評 !

6日非公開国に、高校生が地

元で行われている仕事を矢llり 、そ

の魅力を再発見する取組「アオ

活」を地元企業5社を招いて実施 くり的 触
しました。多くの生徒が各社の井 スを訪れ、好奇心や興

味をもって働くことの意義を再認識していました。

梨の販売に挑戦しました I

7日公開日に、環境系列の生

徒が丹精込めて作つた梨の販売

を行いました。事前予告なしでの

販売でしたが、販売時間前には

長い列ができました。買つていた

だいたお客様、販売を担当した生

徒たちの笑顔が素敵でした。

軍軍

正一ル
(〈 ( Yell )〉〉

一
一
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躍
動
す
る

は
ん
な
ん

。
歴
史
探
訪

・
不
易
流
行

「建
具
や
作
品
に
新
し
い
命
を
」

山
本

表

具

店
一Ｂ

当
店
は
昭
和
３５
年
頃
、
祖
父
が
綾
歌
町

岡
田
で
高
本
フ
ス
マ
店
を
創
業
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
２
０
０
０
年
に
飯
山
町

下
法
軍
寺
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
近
く

で
山
本
表
具
店
と
し
て

移
転
開
業
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
皆
さ
ん
の
中

に
は
、
表
具
店
と
聞
い

て
も
ど
ん
な
店
か
よ
く

分
か
ら
な
い
と
い
う
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｌ
Ｌ
Ｂ
み
み

盤
動
す

石

は
た
な

た

一

‐`
ミとく

私
自
身
も
、
建
具
店
と
勘
違
い
さ
れ
る
こ

と
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
建
具
店
と

は
、
戸
や
襖

。
障
子

・
窓
と
い
っ
た
室
内

外
の
仕
切
り
の
役
割
を
す
る
設
備
の
製
作

や
取
り
付
け
の
仕
事
を
主
に
手
掛
け
る
業

者
で
す
。　
一
方
、
表
具
店
は
建
具
店
の

作

っ
た
枠
と
な
る
も
の
に
紙
や
布
を
は
る

業
者
で
す
。
当
店
も
、
襖

。
障
子

・
掛
け

軸

・
額
な
ど
の
新
調
や
仕
立
て
直
し
、
さ

ら
に
グ
ロ
ス
貼
り
な
ど
の
内
装
工
事
を

承
っ
て
い
ま
す
。

お
預
か
り

す
る
建
具
や

作
品
は
、　
一

つ
と
し
て
同

じ

物

は

な

く
、
す
べ
て

が
手
作
業
で

す
の
で
真
剣

勝
負
の
連
続

で
す
が

、
そ

こ
が
ま
た
仕

事
の
醍
醐
味
で
も
あ
り
ま
す
。

時
代
の
変
遷
と
と
も
に
和
室
を
設
け
る

家
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
新
し
い
感
性

で
ふ
す
ま
や
障
子
、
衝
立

を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
建

築
様
式
も
多
様
化
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、　
一

人
ひ
と
り
の
お
客
様
の
ご

所
望
に
沿

っ
て
、
迅
速
か

つ
丁
寧
な
仕
事
で
ご
満
足

い
た
だ
け
る
よ
う
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

山本表具店

飯山町再去軍寺562
盗98-3139

一跡二
“幽為

環
講

【
讃
留
霊
王
伝
承
認
こＦ
響
―
ズ

成豊
　
　
某乗
島
　
和
茂

〔讃
留
霊
王
伝
承
の
神
社
】

◎
香
川
県
内
鎮
座
十
五
神
社

谷
一和
神
社

境
内
に
石
碑
●
》
＠
一一和
神
社
ヲ
リ
ー
ズ
Ｎ。
ゑ

十
五
‐Ｑ

Ｏ
『瀬
居
島
猟
場
石
碑
』　
　
　
《三
和
神
社
ご
ん
わ
じ
ん
じ
ど
》

鎮

座

地
　
一局
松
市
香
西
日
本
町

一
二
七
番
地

三
和
神
社
の
境
内
に
明
治
三
十
二
（西
暦
１
８
９
９
年
）
建
之

●
『瀬
居
島
猟
場
石
碑
』
碑
文
か
ら
「第
十
二
代
景
行
天
皇
の
時

代

（西
暦
フ
ー
～
１
３
０
年
頃
）
、
先
祖
が
悪
魚
退
治
を
お
こ

な
っ
た
０
護
留
霊
王
に
世
話
に
な
っ
た
話
と
書
か
れ
て
い
る
。

今
は
宮
裁

（
明
治
政
府
）
。
こ
れ
は
、
明
治
十
九
年

（
西
暦

１
８
８
６
年
）
に
下
津
丼
の
漁
場
争
い
で
、香
西
漁
民
に
有
利
な

裁
決
が
大
阪
控
訴
院
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
こ
と
を
さ
し
ま
す
。

つ
ま
り
、自
分
た
ち
の
漁
場
が
守
れ
た
嬉
し
さ
か
ら
０
武
殻
王

（讃
留
霊
王
）
を
連
想
し
、尊
崇
し
て
い
る
の
が
０
「瀬
居
島
漁
場

半
「香
西
漁
業
史
」０

石
碑
』
で
す
。

参
考
文
献
『香
川
縣
神
社
誌
』発
行
所
香
川
縣
神
職
會
　
　
参
考
年
表
『日
本
逆
算
年
表
」発
行
所
（株
）宇
佐
美
松
鶴
堂

さ
ん
　
わ
　

し
ん

じ
ゃ

　

け
い
　
だ
い
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・不
一易

流
■
行

ふ
　
え
　
き

り
ゅ
う

こ

つヽ

～
調
べ
た

こ
と
を
表
現
す
る
～

実
際
に
ゴ
リ
ラ
を
飼
育
し
て
い
る
す
べ

て
の
動
物
園
を
訪
れ
て
数
多
く
の
発
見
が

あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
ら
の
発
見
は
、
そ
の

都
度
、表
現
物
に
残
し
て
い
る
。

例
え
ば
、訪
間
し
た
動
物
園
の
名
称
や
特

徴
と
そ
こ
に
飼
育
さ
れ
て
い
る
ゴ
リ
ラ
の

名
前
や
年
齢
、性
別
や
特
徴
、
一
日
の
食
事

内
容
、
飼
育
委
員
さ
ん
に
質
問
し
た
内
容

（ゴ
リ
ラ
が
喜
ぶ
と
き
。怒
る
と
き
、お
気
に

入
り
の
場
所
。飼
育
し
て
い
て
◆
ま
で
大
変

だ
っ
た
こ
と
等
）
を
写
真
も
入
れ
て
分
か
り

や
す
い
表
現
が
印
象
的
で
あ
る
。機
会
を
捉

え
て
夜
の
動
物
園
に
も
訪
れ
て
お
り
、
昼
間

と
夜
間
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
も
克
明
に

記
録
に
残
し
て
い
る
。
ま
た
、後
で
読
み
返

し
て
分
か
る
よ
う
に
各
動
物
園
ご
と
に
イ

ン
デ

ツ
グ
ス
カ
ー
ド
の
活
用
も
で
き
て
い

る
。
そ
の
表
現

物
が
上
の
写

真
で
あ
る
。

つ
づ
く

（三
谷
秀
樹
）

【探検しての気付きが克明に表現された表現物】
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0魅力ある法の郷らしさ
法
の
郷
づ
く
り

，
ふ
れ
あ
い
交
流
室

スローガン  みんなで育てる住みよいまち法の郷

1地域づくり 2環境保持 0法の郷公園

1まちライブラリー 1法の郷食堂班 a活用班

●防災 0防犯・交通安全

◎高齢者対策 10児童・子育て支援

0健康づくり推進事業 C運動習慣づくり

0食生活の改善 14心の健康づくり

④学校支援 ①生涯学習

⑫地域づくり支援 ①東JWII児童センター支援

●法の郷いきいきまつり●コミュニティだより、ホームページ

●コミュニティセンターと法の郷公園

昭 鰹福祉部

一人暮らし友愛訪問

「おはぎ配食サービス」

健康づくり雑達委員会

私の健康アップ

「私の健康アップ」提出締切りは

11月 10日です。申込をしている方は

提出をお願いします。

ポイントに応じて

野菜をお渡しします。

(12月7日 (土)午後1時30分から)

健康チャレンジ 四回を歩こう

「四国を歩こう」が11月 30日で終

了します。今年は猛暑の中お疲れさ

11月 22日 (金 )、 食

改さんが心をこめて

作つたおはぎをお届

けします。 ё ,
四 文化育成部

南小学校 花壇の花植 え

10月 24日 (木 )、 飯山南小学校の

正面前花壇の花植えを行いました。

女性部会

飯 山南地区敬老会

11月 10日 (日 )、 コミュニティセン

ダーでおこないます (対象希望者に

は既に入場券配布済です)。

催し物 >おじよも太鼓
美川憲二ものまねショー
ふれあい会食

昭

までした。

80日以上歩数記録の方に

は参力□賞をお渡しします。

チェッ
`フ

カードの提出は12

月10日までです。

,〕真
為

4書

イ争
舛

ト
イ

ア 0
■報| 1暫 ′

8HANNANよ OAVUSHrsu i

◇じどせんのおねえさんといつしま

11月 20日 (水 )

10日寺30分-11時
『秋のあそびをしよう』
～絵本の読み間かせと

大きなかぶごつこ～  i
IⅢ 十11(十 「●

‐|, ,(|■
li

5

◇移動図書館華か翰まる零

11月 14日 (木 )

10日寺30分-11日寺30分

⑤迭ちゃんくら″愚ゞ

11月 はお体みです

○燒き菜子の販売

〔パン。焼者翼手ユ房らぽ】
11月はお休みです

予約制のイベントはコミュニティセンターまでお申込みください。コミュニティセンターのホームページに『ふれあい交流室だより』を掲載しています。
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0命と暮らしを守る安全安心

0ともに支え合い健やかに暮らす

0健 康とスポーツで元気いつぱい

0“楽しい "が見つかる子育てと文化

0市 民参加 情報まるごと発信

法の郷いきいきまつり2024
日程変更

衆議院議員総選挙により、

12フ号記載の内容を少し変更して

11月 16日 (上 )、 17日 (日 )

に開催します。

●ふらつとTea Time～小物づくり～

みなさんと一緒に楽しい時間を過ごしませんか

お友達やご近所さんと一緒にお越しください

11月 28日 (木 )

蒙櫂:翡O円

。黙与XFと珂P 轡警
11月 1ア 日(日 )い きいきまつりで開催します

地元農家さんの採れたて新鮮野菜

手作り小物・多肉植物・圏用品など販売予定

ミニイベントも予定しています

●パンの販売〔にじいろベーカリー】

11月 20日 (水 )

11時～           「 e一一一一一

生二二!聾

二蓄ユ

活
　
用
　
班



食
ノ 樫床ゲツト

鶏むね肉と
れんこんの照り炒め

これから旬を迎えるれんこんは、食物繊維・ビダミンも豊富。

煮物・きんぴら。天ぷらなども美味しいですよ。

宝
赤
ち
ゃ
ん

・
健
康
ゲ
ツ
ト

・
フ
オ
ー
カ
ス

郷
人

■材料 (2人分)

鶏むね肉… 1/2(180g)

れんこん …………・150g
サラダ油 ………・大さじ1

かいわれ大根…… 少々

■作 り方

⑥
[

|

酒  
… … ・

片栗粉

塩 ………

しょうゆ

みりん ―・

にんにく
(すりおろし)

…大 1

大1/2

少蒋
・…/」 2ヽ
・・ノ」(2

ノ」ヽ1/2

0鶏むね肉は食べやすい大きさのそぎ切りにし、①を揉みこん

でおく。れんこんはlcm厚さの半月切りにする。かいわれ大

根は食べやすい長さに切る。

②フライパンにサラダ

'由

を入れて中火にかけ、鶏肉を入れて焼
く。焼き色がついたら裏返して、れんこんを加えて3～4分炒
め合わせる。

が通つたら、混ぜ合わせた⑤を加え
り、かいわれ大根を添える。

近藤 芳昭さん

①

No.

050
島田自治会

取材中の会話で目に入る、並びの良い白い歯がとて

もE日象的でした。28本揃つているそうです。温厚篤実、

紳士的な方、80歳です。

歯科医をされていたお父様の跡を継ぎ、26歳で飯

山町に帰つて来て以来、約40年診療を続けました。信

条は、患者さんの痛みや苦しみに寄り添い、食生渚が

楽しく長生きできるよう手助けをすることだと。

平日は、一般診療だけでなく、旧飯山町の学校医と

して、南北保育所。幼稚園・小学校や飯山高校にも診

察に。また、夜中に電話があれば快く引き受けたり、訪

間診療も依頼があれば出かけたりしたそうです。この

間、1日綾歌郡歯科医師会会長も。忙しくもやりがいが

あったと。

現在は、リハビリ中なので、体調に相談して旅行にも

行きたいと話されました。ちなみに、歯磨きは1日 に4～

5回されるとか。

●刑象者

飯山南地区在住で、満3歳までの赤ちゃん
0応■できる方

赤ちゃんのα母または養育者
●お申し込み方法

誕生月の前月1日までこ、件名を1空赤ちゃんJ とし、

下記の必要事項をこ情己入のうえ、メールまたは窓ロヘご持参くはユ 。ヽ
0必要革項
・赤ちゃんの氏名 岱、りがな)、 性別、年齢
・保護者の氏名、連絡先

0応募メールアドレス 図 hannan‐ c@rFlf.pikara.ne.ip

庸(1)嘔 U愚 ―フ1ブリム

きな笑顔、一 朗らか

「あいさつ運動」南小学校

いつもより少し早く起

きて学校へ、子どもじゃあ

りません。

今日は毎月1度のあい

さつ運動です。コミュニ

ティの六つの部が持ち回

りで小学校の正門と西門、

コミュニティセンダー前に

立ち、交通の見守りと、張り切って登校する小学生や

自転車で急ぐ中学生にあいさつします。
「おはようございます」

あり/S、 れたほんの一言ですけれど、今回は何か違
います。

子どもたちから返つてくるのは大きな声の「おはよ

うございます」

ちよつとはにかんだ「おはようございます」にこっと

して走つていく子もいます。顔見知りの子どもたちの

笑顔は格別。初めて見る子の笑顔も素敵です。
「おはようございます」

そう、この魔法の一言で、今日T日、す

ベストショット

待ってま～す♪

fす ょ〕 !ェ :|―

したような気持で過ごせます。

Ⅲ
Ⅲ
    ア ′・ 貫ヨl
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舟 ，〕
ぜんたト 9rノ 与`電

丸
亀
市
健
康
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

１１
月
１４
日
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー
で

す
。
香
川
県
は
、
糖
尿
病
の
死
亡
率

が
全
国
ワ
ー
ス
ト
５
位

公
「
和
５
年

度
）
で
す
。
糖
尿
病
の
初
期
は
自
覚

症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
日

頃
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
運

動
を
し
、
糖
尿
病
を
予
防
し
ま
し
よ

う
。
血
糖
を
下
げ
る
運
動
法
と
し
て
、

食
後
１
時
間
の
間
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

等
を
１０
分
間
行
う
と
効
果
的
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
紅
葉
を
楽
し
み
な
が

ら
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
お
勧
め
で
す
。

生
活
だ
よ
り

回
丸
亀
市
社
会
福
祉
大
会

丸
亀
市
長
表
彰

１０
月
１５
国
（火
）
、
ア
イ
レ
ッ
グ
ス
大
ホ
ー

ル
で
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

【時
間
】
１１
月
９
日
（土
）

１１
時
～
１４
時

【場
所
】
野
の
花
生
活
介
護

【内
容
】バ
ザ
ー
・ス
テ
ー
ジ
。子
ど
も
コ
ー
ナ
ー

【間
合
】
奮
９
８
１
０
４
フ
９

社
会
福
祉
法
人
い
い
の
や
ま
福
祉
会
　
野
の
花

£ⅧБ姉辟袖市し、融隷発づくり

１０
月
１８
日
（金
）
、
丸
亀
市
生
涯
学
習
セ
ン

ダ
１
３
Ｆ
ホ
ー
ル
で
表
彰
式
が
あ
り
ま
し

た
。

¨

第
３
回
　
野
の
花
フ
ェ
ス
ダ

20日 (水)。
中出前請座「じどせんのおねえさんといっしょ」

9日 (土)・ …図書館うさぎ。つくってあそば!!

《グラフト教室/コロコロサンダ》(要申込)

(飯山南コミュニティセンダー)

21日 (木)。
中ツボ押しと体操

トライアングル《子育て相談》(要申込)

(子育てひろば「たんばI剖 と共催)

27日 (水 ―・移動図書館かめまる号がやつてくる

【12月初めの行事I

5日 (木)・ …トライアングル・親子体操

10日 (日 )…とらまる人形劇団公演(要申込)

16日 (土)・ …ファンタジー《創作紙芝居) ◆

2024 Nove賄♭er

5日 (火)…避難。消火訓練
7日 (木 )・

・・親子体操

蕊 贔

孝ゞЧ
ift:^ギ

` 
´

釧 鱒 勤

＼

紫
交
番
だ
よ
譲
Ｈ

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
対
策
を
！

１１
月
に
入
り
、
日
没
時
刻
が
ま
す
ま
す
早

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
早
め
に
前
照
灯
を
点
灯

し
、
運
転
速
度
を
抑
え
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
国
に
留
ま
り

や
す
い
よ
う
に
、
夜
間
や
薄
暮
時
は

「反
射

材
」
を
身
に
付
け
、

「明
る
い
色
の
服

（白

色

・
黄
色
等
）
」
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
下
向
き
に
し
た
場

合
に
お
い
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
歩
行
者
が

見
え
る
距
離
は
、
服
装
の
色
や
反
射
材
の
有

無
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

【
参

考

】

●
黒
っ
ぱ
い
服
装

↓
約
２６
メ
ー
ト
ル

０
明
る
い
服
装

↓
約
３８
メ
ー
ト
ル

●
反
射
材
着
用

↓
約
ワ
メ
ー
ト
ル

命
を
守
る
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者

も
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
対
策
を
取
り
ま

し
ょ
つヽ
。

飯
山
交
番

倉

９
８
１
２
０
２
９

警
察
相
談
電
話
奮
♯
９
１
１
０
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ω
掲載ページ

出
′ヾンの日

Lw
かめまる号

>Eく

青パト巡国日 カ
レ
ン
ダ
ー

・
地
域
の
様
子

・ 音楽ワークショップ「リサイタルをもっと楽しむ」 18o 休館日

17o ・ 法の郷いきいきまつり2024

19●

20o .じど毬売藷踏ね寛督層冒酉薪受厨≧砂出ユEく
210

>E=   220 ・ 一人暮らし友愛訪間 ω

T0 ・ あいさつ運動 (文化育成部)

20

30 文イとの日

体館日

40 休館日

5● 休館日

60

フ●

80

90

勤労感調Jの 日

休館日

・ 健康ウォーク(845)、 ペタン17(10:00)
●丸亀市地震対処訓練 ・ にじいろカフェ紅山

・ ふれあい食堂0・ 1ここにこ会連絡会

・ 健康チャレンジ最終日ω

24(9

〕IRく 250 休館日

>1巳く 26●

ユ』己く

'Eく

E 286

29(9

LW 'E= 300

230

〕Eく

「
―
―
―
　
全

国
火
災
予
防
運
動

飯
山
南
地
域
に
は
四
つ
の
神
社
が
あ
り
ま

す
。
讃
留
霊
王
神
社
は
９
月
２２
日
、
王
子
神
社

は
２３
日
、
八
坂
神
社
は
１０
月
１３
日
、
八
幡
神
社

は
２。
日
と
、
２
か
月
に
わ
た
り
秋
祭
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ど
の
神
社
も
、前
日
ま
で
に
氏
子
が
社
殿
や

境
内
の
掃
除
、
の
ば
り
立
て
な
ど
の
準
備
を
済

ま
せ
、当
日
に
備
え
ま
す
。

讃
留
霊
王
神
社
の
祭
り
は
あ
い
に
く
の
雨
、

下
法
西
獅
子
組
他
３
組
、浦
安
の
舞
の
舞
姫
等

が
宮
に
集
ま
り
、頭
組

一
同
神
事
前
に
お
祓
い
、

浦
安
の
舞
、あ
た
り
獅
子
の
獅
子
舞
の
順
に
行

い
ま
し
た
。
お
さ
が
り
は
残
念
な
が
ら
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
思
い
出
に
残
る
秋
祭
り
で
し

た
。
翌
日
の
王
子
神
社
は
、秋
田
和
に
恵
ま
れ
祭

事
は
順
調
に
進
み
、午
後
１
時
の
お
さ
が
り
で

は
、御
神
輿
を
中
心
に
神
道
具
を
携
え
た
行
列

が
、北
岡
、遠
田
境
の
神
事
場
ま
で
、
国
道
を
走

る
車
に

一
旦
停
止
を
お
願
い
し
な
が
ら
横
断
通

過
し
、無
事
奉
納
出
来
ま
し
た
。

あ
る
日
、
参
詣
者
を
増
や
す
手
だ
て
は
な
い

か
と
い
う
話
が
弾
み
、
〓
一谷
神
社
へ
友
人
３
人

と

一
緒
に
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
地
元
の
有
志

が
、射
的
。輪
投
げ
・焼
き
鳥
・フ
フ
ン
グ
フ
ル
ト

な
ど
の
露
店
を
出
店
、
そ
の
継
続
と
努
力
の
積

み
重
ね
に
感
服
し
ま
し
た
。
私
た
ち
地
域
の
祭

り
は
、
露
天
商
の
出
店
が
無
く
な
っ
て
数
年
た

ち
、ま
つ
り
の
参
詣
者
増
や
賑
わ
い
づ
く
り
の
大

変
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

幸
い
地
域
は
自
然
災
害
の
被
害
も
な
く
豊
か

な
米
ど
こ
ろ
で
す
。
氏
神
様
に
豊
作
を
報
告
し
、

土
地
の
弥
栄
を
祈
る
祭
り
を
大
切
に
し
た
い
も

の
で
す
。　
　
　
　
　
　
（文
責
　
進
　
和
彦
）

100

110 休館日

12●

130

146

・ 敬老会0
・ 私の健康アップ提出締切り0

27●
●ももつこ広場(ク リスマスクッキング)1口い

・ 食生活改善推進員1日研修

・ ささえ愛運営委員会
●ふらっとTea Time電 区〕

″
ヽ

150 ・ 介護予防のための体操教室

160 ・ 法の郷いきいきまつり2024
※予定していたRここにこ会」は12/21(■ )に変更しました

12/1Θ・一斉清掃

12/4● ・ 高齢者ふれあいの集い 。南小凧作り数室

12/7● ◆私の健康アップ野菜渡し日 12/150・ 防災訓練 (上法軍寺)

′石、れあい殉レングー
11月

CiOⅢ l卜 1し
'卜

1ド Ⅲl:iと こNF六 F

令和6年

地
域
の
様
子

地
域

の
秋
祭

り
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